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2009年3月期第２四半期累計期間 決算概況

（百万円）

２００８年３月期第２四半期 ２００９年３月期第２四半期

構成比（%） 構成比（%） 前年同期比（%）

売上高 ２，８１６ １００．０ ３，４２０ １００．０ １２１．４

営業利益 △６１ － ６３ １．８ ―

経常利益 △６５ － ４８ １．４ ―

四半期純利益 △４４ － ２３ ０．７ ―

売上高

営業利益

経常利益

前年同期比２１．４％増の３，４２０百万円

△６１百万円から６３百万円に大幅増

△６５百万円から４８百万円に大幅増



5

（百万円）
2008年3月期第2四半期 2009年3月期第2四半期

前年同期比（%）

デイサービス事業 １，３７１ １，４５５ １０６．１

施設サービス事業 １，０７５ １，６１９ １５０．６

在宅サービス事業 ３６９ ３４５ ９３．５

計 ２，８１６ ３，４２０ １２１．４

■ 事業別売上高

■ 事業別売上総利益

（百万円）
2008年3月期第2四半期 2009年3月期第2四半期

前年同期比（%）

デイサービス事業 ２２３ ２７４ １２２．９

施設サービス事業 △１０８ ９ －

在宅サービス事業 ０ △１ －

計 １１５ ２８１ ２４４．２

2009年3月期第２四半期累計期間 決算概況
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（百万円）
売上高

デイサービス事業

デイサービス売上高（全体）の推移

・売上高1,455百万円（前年同期比６.1％増）
・昨年に比べ登録利用者数が増加し、その内訳が予防給付の利用者数より

介護給付の利用者数増加が多かった為、利用単価が上昇した事で前年同期
を上回りました。
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2009年3月期第２四半期累計期間 決算概況
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施設サービス事業
売上高

（百万円） （百万円）
売上総利益

施設サービス売上高（全体）の推移

・売上高1,619百万円（前年同期比50.6％増）
・昨年度までに開設した老人ホームの入居が順調に進み、平成20年9月末現在

居室稼働率は約95.1％となっております。
・平成20年６月より新規開設２施設（ラ･ナシカあらこがわ、ラ･ナシカおとがな）
の初期費用が発生しております。
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2009年3月期第２四半期累計期間 決算概況
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在宅サービス事業
売上高

（百万円） （百万円）
売上総利益

在宅サービス売上高(全体）の推移

・売上高345百万円（前年同期比6.5％減）
・平成18年4月の介護保険改定以後、利用者が減少傾向にある為、適正な人員

配置を行い、一人当たりの訪問件数を上昇させることに注力いたしましたが、
訪問ヘルパー部門の減収が大きく前年同期を下回りました。
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2009年3月期見通し

（百万
円）

2008年3月期 2009年3月期

構成比
（%）

構成比
（%）

前年比
（%）

売上高 ５，９２１ １００．０ ７，１２０ １００．０ １２０．２

営業利益 ５６ ０．９ １１０ １．５ １９４．７

経常利益 ４２ ０．７ ９０ １．３ ２０９．３

当期利益 １６ ０．３ ４５ ０．６ ２８５．５

売上高

営業利益

経常利益

前年比２０．２％増の７，１２０百万円

４２百万円から９０百万円に増加

売上高 経常利益

５６百万円から１１０百万円に増加

・施設サービス事業の売上続伸 売上高3,644百万円(1,195百万円増）

・施設サービス事業の施設稼働率向上、収益改善
・デイサービス事業の全施設通期で黒字化へ
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（百万円）

2008年3月期 2009年3月期（予想）

構成比（%） 構成比（%） 前年比（%）

売上高 ５，９２１ １００．０ ７，１２０ １００．０ １２０．２

デイサービス事業 ２，７６０ ４６．６ ２，８０１ ３９．４ １０１．５

施設サービス事業 ２，４４９ ４１．４ ３，６４４ ５１．２ １４８．７

在宅サービス事業 ７１１ １２．０ ６７３ ９．４ ９４．６

営業利益 ５６ ０．９ １１０ １．５ １９４．７

経常利益 ４２ ０．７ ９０ １．３ ２０９．３

当期利益 １６ ０．３ ４５ ０．６ ２８５．５

2009年3月期事業別見通し
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２００８年度事業イメージ
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２００８年度事業イメージ

２００９年３月期目標

１．デイサービス事業強化
稼働率 ６６.９％→７５.０％ ８.１％増

登録者数 ３,７４９人→４,０８０人 約300人増

２．施設サービス事業拡大
部屋数 ９２３室→１,１６２室 239室増

売上高 ２,４４９百万円→３,６４４百万円 約1,200百万円増
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２００８年度事業イメージ

2006年3月時点では、売上高をデイサービス事業と在宅
サービスが96％を占めていたが、2008年9月30日現在で
は、デイサービス事業、施設サービス事業、在宅サービ
ス事業と3本の柱となり、よりバランスのとれた経営を行
うことが可能となった。
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 3.6%
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77.2%
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デイサービス

42.6%
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登  録  者  数  推 移
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月 間 利 用 件 数 推 移
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デイサービス事業 平日平均稼働状況
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デイサービス事業 達成状況
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トレーニングに
対しての意識が

高い

運動を習慣化
することで
リピート率UP

リハビリ効率上昇
顧客満足度UP

地域の評判上昇
利用者獲得

デイサービス事業 ①稼働率向上の為のモデル作り

鎌ヶ谷：88.8%   和白：89.0%

稼働率の高い施設の特徴



20

リハビリテーションに特化したサービスの提供
体組成計 Ｐｈｙｓｉｏｎ ＸＰを更に活用し、
数字的にもリハビリの効果を確認して頂く

積極的なリハビリテーション推奨

地域のリハビリテーション施設確立

他社との差別化

デイサービス事業 ②稼働率向上の為のモデル作り
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ゆとりあるトレーニング
スペースを有効活用

認知症デイサービスを展開
07年徳力デイサービスに認知症デイサービスを開設
08年東京都江戸川区小松川に認知症デイサービス開設

デイサービス事業 ③既存施設を中心とした事業拡大
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ラ・ナシカ あすみが丘（45室）

ラ・ナシカ こうざい（60室）

ラ・ナシカ もりまつ（60室）

ラ・ナシカ ていね（60室）

ラ・ナシカ たかしな（64室）

ラ・ナシカ つるみ（90室）

ラ・ナシカ こぶけ（63室）

ラ・ナシカ かみいし（65室）

ラ・ナシカ くにとみ（62室）

ラ・ナシカ あさり（60室）

ライフサポートなださき（27室）

ラ・ナシカ くらしき（57室）

福岡県

岡山県

千葉県

北海道

施設サービス事業 所在地(平成20年10月31日現在）

茨城県

ラ・ナシカ ひたちなか（40室）

ラ・ナシカ ふじまつ（54室）

ラ・ナシカ みとま（57室）

ラ・ナシカ ちはや（50室）

グループホーム黒崎（9室）

施設サービス事業沿革
平成１６年度１１月 グループホーム黒崎

平成１７年度 ９月

１０月

１１月

平成１８年 ３月

〃

ラ･ナシカ あすみが丘

ラ･ナシカ ふじまつ

ラ･ナシカ みとま

ラ･ナシカ ちはや

ラ･ナシカ こうざい

平成１８年度 ５月

６月

７月

８月

１１月

〃

〃

〃

１２月

平成１９年 １月

ラ･ナシカ もりまつ

ラ･ナシカ ていね

ラ･ナシカ たかしな

ラ･ナシカ つるみ

ラ･ナシカ こぶけ

ラ･ナシカ かみいし

ラ･ナシカ くにとみ

ラ･ナシカ あさり

ラ･ナシカ くらしき

ライフサポート なださき

平成１９年度

平成２０年 ３月 ラ･ナシカ ひたちなか

平成２０年度 ６月

〃

１０月

１１月（予
定）

ラ･ナシカ あらこがわ

ラ･ナシカ おとがな

ラ･ナシカ あさひかわ

ラ･ナシカ こまつがわ

グループホーム小松川

ラ・ナシカ あさひかわ（60
室）

ラ・ナシカ おとがな（29室）

大阪府

愛知県
ラ・ナシカ あらこがわ（100室）

東京都
ラ・ナシカ こまつがわ（32室）

平成20年11月1日開設予定

愛媛県

愛媛県
グループホーム小松川（18室）

平成20年11月1日開設予定

※上記数字は開設予定含
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施設サービス事業 施設サービス入居進捗状況

３２１室増

平成20年10月３1日現在

３６２室増

113室増
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H20
.1
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（人）

あらこがわ（１００室）

つるみ（９０室）

かみいし（６５室）

たかしな（６４室）

こぶけ（６３室）

くにとみ（６２室）

こうざい（６０室）

もりまつ（６０室）

ていね（６０室）

あさり（６０室）

あさひかわ

みとま（５７室）

くらしき（５７室）

ふじまつ（５４室）

ちはや（５０室）

あすみが丘(４５室）

ひたちなか(４０室）

おとがな（２９室）

施設サービス事業 有料老人ホーム入居進捗状況

採算分岐ライン

平成20年10月３1日現在
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残24人
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契
約
済
件
数

定員外予約数

残り部屋数

契約済件数

採算分岐

開設日 H17.10.1 H17.11.1 H18.3.1H17.9.1 H18.3.15H18.12.1H18.8.1H18.7.1 H18.11.1 H18.11.1 H18.11.1H18.6.15 H18.11.1 H18.5.15

施設定員
(地域順）

60人 50人57人54人60人60人62人57人65人90人63人64人45人60人

H20.3.1

40人

H20.10.1 H20.6.1
H20.6.1

60人 100人 29人

平成20年10月３1日現在

施設サービス事業 有料老人ホーム入居進捗状況

※契約済件数：既に入居された方及び入居予約された方の合計になります
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全国有料老人ホーム全施設数・定員数ランキング

全国有料老人ホーム開設事業者全施設数・定員数ランキング

出所：「月刊シニアビジネスマーケット」2008年11月号

㈱シダー １，１６２ 室㈱シダー ２２施設

当社の今年度の事業計画に沿って順調に５施設がオープン

順位 社 名 総施設数

1 ㈱メッセージ １４９

2 ㈱ベネッセスタイルケア １３３

3 ㈱ベストライフ ８６

4 ニチイグループ ７９

5 アントケアホールディングス㈱ ４６

6 キノシタグループ ４４

7 ゼクスグループ ４２

8 ワタミの介護㈱ ３６

9 ウチヤマグループ（㈱さわやか倶楽部含） ３５

10
中銀グループ
㈱生活科学運営

２１

１２ ㈱シダー １８

１３ ㈱ツクイ １６

14

㈱メデカジャパン
(財)厚生年金事業振興団
日本ロングライフ㈱
㈱未来設計

１４

１８ ㈱シティー・エステート １３

２０
東京海上日動サミュエル㈱
(宗)阿弥陀寺
㈱ハーフ・センチュリー・モア

１１

順位 社 名 総居室数

1 ㈱メッセージ ７，８８８

2 ㈱ベネッセスタイルケア ６，３１５

3 ㈱ベストライフ ５，５６５

4 ニチイグループ ４，６０８

5 ゼクスグループ ３，７７５

6 中銀グループ ３，６９７

7 ㈱ハーフ・センチュリー・モア ３，１４９

8 キノシタグループ ２，６７３

9 ワタミの介護㈱ ２，４８４

10 ウチヤマグループ（㈱さわやか倶楽部含） ２，３２１

１１ アントケアホールディングス ２，００２

１２ ㈱生活科学運営 １，３５２

１３ ㈱シダー １，０７６

１４ ㈱ツクイ １，０５６

１５ ㈱シティー・エステート ８７７

１６ ㈱未来設計 ８７３

１７ (財)厚生年金事業振興団 ７６５

１８ ㈱メデカジャパン ６９１

１９ 日本ロングライフ㈱ ６２０

２０ 東京海上日動サミュエル㈱ ５０７

※上記部屋数はGH、小規模多機能含む
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参考資料

政府・与党が10月30日に発表した「追加経済対策」には、来年度からの介護報酬を３.0％
引き上げる方針が盛り込まれました。（以下は2008年10月31日（金）読売新聞より抜
粋）

政府・与党は30日、深刻な介護分野の人手不足を解消するため、来年度から介護報酬を
3.0％引き上げることを決めた。プラス改正は2000年度の制度発足後初めて。

これにより賃金を月2万円上げ、全国120万人の介護職の人数を約10万人増員させること
を目指すとしている。（中略）

介護報酬は、03、06年度と連続して下げられたため、介護事業者の収入が増えず、給与が
抑えられ、人手不足が深刻化していた。

人材の確保と定着率向上を図り、

人事面でのリスク軽減へ
出所：「読売新聞」2008年10月31日
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教育制度

委員会の設置

・施設内事故防止委員会

・施設美化委員会

・送迎管理委員会

研修制度 ・

・入社時研修

・ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ研修

・ﾘｰﾀﾞｰ研修

・教育担当者研修

・介護保険

・関係法令

・接遇、安全管理など

・介護技術論

スタッフの定着率向上とモチベーションアップへ

教育・研修の充実 スキルの向上

運営･管理マニュアルについての研修
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－当社の概要－
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会社概要（２００８年１１月２８日現在）

設 立 ： １９８１年４月

本 社 ： 福岡県北九州市

資 本 金 ： ４億３２２８万円

事業内容 ： デイサービス

介護付有料老人ホーム

訪問看護（訪問リハビリ）

ホームヘルプサービス

ケアプラン

グループホーム

ショートスティ

小規模多機能型居宅介護

従業員数 ： １３４８名

拠 点 数 ： ６４ケ所

理学療法士 3 5 人

作業療法士 4 3 人

言語聴覚士 4  人

トレーナー 6 3 人

合 計 145人
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拠点紹介

福岡県
デイサービス１２施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ４施設
ヘルパーステーション3施設

ケアプランセンター６施設
グループホーム１施設

有料老人ホーム４施設

岡山県
有料老人ホーム２施設

小規模多機能型居宅介護1施設

山口県
デイサービス２施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ1施設

ヘルパーステーション1施設

ケアプランセンター1施設

愛媛県
有料老人ホーム１施設

香川県
有料老人ホーム１施設

大阪府
有料老人ホーム２施設

滋賀県
デイサービス１施設

北海道
有料老人ホーム3施設
ケアプランセンター１施設

千葉県
デイサービス７施設
ケアプランセンター2施設

有料老人ホーム３施設

茨城県
有料老人ホーム１施設

有料老人ホーム１施設

愛知県

東京都
デイサービス１施設

有料老人ホーム１施設
グループホーム１施設
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•本資料は株式会社シダーの事業及び業界動向についての株式会社シダーによる現在の予定、推
定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

•これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが内在しております。

•既に知られたもしくは今だに知られていないリスク、不確かその他の要因が、将来の展望に対する
表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。株式会社シダーは将来の展望
に対する表明及び予想が正しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、更
に悪いことも有り得ます。

•本資料における将来の展望に関する表明は、2008年11月28日現在において利用可能な情報に基
づいて株式会社シダーにより2008年11月28日現在においてなされたものであり、将来の出来事や
状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではありません。

本資料の取り扱いについて

2008年11月 株式会社シダー
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２００９年３月期第２四半期

決算説明会資料


